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I.はじめに
「味盲」とは苦味を引き起こすフェニルチオ
カルバミド（以下PTCとする）や6-n-プロピルチオ
ウラシル（以下PROPとする）などの苦味物質に対
する低感受性のヒト集団のことである。味盲の性質
を持つヒトを「（低感受性の物質）ノンテイスター」
という。たとえば，PTCの低感受性のものはPTC
ノンテイスターといわれる。
PTCや PROPなどの味盲は，N－C＝Sの構造
を認識して苦味を認知する受容体であるhTAS2R38
の SNPsにより生じている1）。hTAS2R38は 4つ
のSNPsが報告されている。hTAS2R38を構成す
る333個のアミノ酸のうち49番目がプロリン（P）
かアラニン（A），262番目がアラニンかバリン（V），
296番目がバリンかイソロイシン（I）であるかで，
PTCの感受性が決定される2）。49262296番目
がP,A,Vの遺伝子を持つ場合，A,V,Iの遺伝子
に比べPTCへの感受性が高い。P,A,VとP,A,V
の遺伝子を持つ被験者は，PTCの感受性は高く，
P,A,VとA,V,Iの遺伝子を持つ被験者はPTCの
感受性は中程度であり，A,V,IとA,V,Iの遺伝子
を持つ被験者はPTCの感受性は低い3）と報告され
ている。このように，hTAS2R38に起因する味盲
の遺伝子はメンデルの法則に従って遺伝される劣性
遺伝子の1つである。また，白色人種の約30％，
日本人をはじめとする黄色人種の約 8～15％ が
PTCなどの苦味に感受性が弱い「味盲」である
とされる4）。そこで，PTCテイスターの一部の
種類のSNPsを元として設計されたhTAS2R38を
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含む苦味の受容に関与する数種類の味覚受容体
（hTAS2Rs）およびT1R3のプライマーを用いて，
PTCノンテイスターの被験者に対してその発現を
測定する。加えて，体格調査を行う。これにより，
PTCノンテイスターの味覚受容体hTAS2Rsおよ
び T1R3の発現性を明らかにすること，および
PTCノンテイスターであることによって身体的に
特徴が現れるか否かを明らかにすることを目的とし
た。
II.研究方法
1.被験者
本研究に同意を得た，自覚的味覚異常の無い関東
在住女子大学生（19～21歳）から被験者を募集し，
味盲検査でPTCノンテイスターと判定された者を
被験者とした。
2.実験方法
1）味盲検査
味盲検査薬として0.003％PTC水溶液5）を使用し
た。検査は，単一味覚での全口腔法を用いた6）。対
象者に無味無臭であるミリQ水で口を十分にす
すがせた後，0.003％PTC水溶液を口に含ませ，溶
液の味を被験者が確認した後に吐き出させた。その
後，対象者に対して「溶液の味の有無」および「溶
液の味の強さ」を質問し，口頭で回答を得た。回答
で「無味」ならびに「苦味味が弱い」と回答した
者を味盲と判断した。本研究で行った単一味覚のみ
の全口腔法による味覚検査は5味識別を行う全口腔
法の味覚検査の精度と比べて劣ると考えられる。し
かし，対象者が自覚的味覚異常の無い者であること
とPTC感受性の有無のみのスクリーニングの為に
行う味覚検査であったことから，単一味覚のみの全
口腔法による味覚検査を採用した。
2）SCREP法による味覚受容体発現の測定
プラスチック製器具を用いて被験者のヒト舌上皮
表層組織の葉状乳頭部を3回擦過し，舌表層部組織
を取得した。取得した組織は保存液を添加し－80℃
で保存した。その後，totalRNAを取得し，逆転写
によりcDNAを調製した7）。このcDNAをテンプ
レートとし，苦味の味覚受容体である hTAS2R1,
3,4,5,7,8,9,10,13,14,16,38,39,40,42,43,44,45,
47,48,49,T1R3の3および5端の約20bpの配列，
加えてハウスキーピング遺伝子であるβ-actinをプ
ライマーとしてサイクル数35回でPCRを行った8）。
PCR産物の測定はマイクロキャピラリー電気泳動
法により行った。
また本研究を行うに当たり，昭和女子大学の倫理
委員会に研究実施要項を提出し許可を得た。
3）体格調査方法
被験者の自己申告により身長および体重を得た。
この情報から肥満，やせの指標として肥満度Body
MassIndex（BMI，体重（Kg）/身長（m）2）を算出し
た。
III.結 果
本実験の被験者の募集に応じたのは21名であっ
た。味盲検査の結果，3名が「無味」と回答し，1
名が「苦味味が弱い」と回答した。これにより，
この4名をPTCノンテイスターであると判断した。
この4名のPTCノンテイスターを本研究の被験者
とした。味盲検査の結果から，対象者のうち19％
がPTCノンテイスターであることが明らかになっ
た。本研究の結果は先行研究で報告されている黄色
人種の味盲の割合8～15％4）よりも若干，多い割合
の結果となった。
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表1:味覚受容体発現結果 （4人）
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被験者の味覚受容体発現結果を表1に示した。
最も味覚受容体発現総数を発現しているものは5
種類で，最も少ないものは1種類であった。平均は
3.25種類であった（表 2）。PTCの受容体である
hTAS2R38の発現を全ての被験者で認めなかった。
4人中3人の被験者でhTAS2R3の発現が認められ
た。hTAS2R3発現が認められなかったのは「苦味
味が弱い」と回答した味盲者であった。
表3に被験者の体格を示した。
被験者の体格の平均値は身長 160.0±0.58cm，
体重 47.5±1.00kg，BMI18.6±0.44kg/m2であ
った。平成18年国民健康栄養調査結果
9）の全国
平均値は19歳で身長 161.3cm，体重 52.1kgであ
る。BMIは15～19歳で20.74kg/m2を示すことか
ら，被験者の身長の平均値はほぼ全国平均と同水準
であったが，体重，BMIの平均値は全国平均より
もやや下回る結果となった。
IV.考 察
苦味はヒトが有害物質の摂取を避けるために機能
している味特性である。PTCノンテイスターは，
PTCばかりでなく，hTAS2R38が受容するN－C＝S
という構造を持たない，スルフォラファンなどの
アブラナ科の野菜の苦味に対しても鈍感であるとい
われる10）。また，西アフリカ地域でビターキャッ
サバを常食する人々の苦味受容体 hTAS2R16の
SNPsが他の地域の人々の苦味受容体 hTAS2R16
のSNPsと異なっている。さらに，彼らはビター
キャッサバの苦味に対して鈍感である。ビターキャ
ッサバの常食は西アフリカ特有の食文化である。そ
の根底としてビターキャッサバに含まれる青酸配糖
体をマラリアに対する抵抗性を高めるために積極的
に摂取する必要がある。そのため，苦味を感じにく
いという生存に不利な遺伝子がこの地域では優位に
存在していると考えられている11）。キャッサバを
常食する人々の hTAS2R16遺伝子のように PTC
ノンテイスターのhTAS2R38遺伝子もある種の苦
味に対する感受性を低下させることによって，ヒト
の生存にかかわるリスクを未然に回避するために存
在しているのではないかと考えられる。
PTCおよびPROPの感受性はカフェイン，サッ
カリン，塩酸キニーネなどの苦味物質の感受性との
関連がある一方で，同様に苦味を呈する物質である
尿素の感受性とは関連していないことが示唆されて
いる12,13,14）。また，PROPテイスターとノンテイ
スターとの間にカフェインなどを含む食品における
嗜好の差はないという報告がある15）。食品に多く
含まれるカフェインや苦味物質として知られている
キニーネなどはまだ受容体が明らかにされていない。
これらのことから，PTCノンテイスターはヒトと
して通常の食物を摂取するうえでは，PTCテイス
ターと大きな差異があるとは考えられない。
本研究では，PTCを「無味」と回答した味盲者
の全てでhTAS2R3が発現していた。先行研究から
hTAS2R3はPTCテイスター，ノンテイスターが
混在すると考えられる被験者の集団においても比較
的発現率の高い受容体の1つであることが推察でき
る16,17）。しかし，hTAS2R3のリガンドはまだ明
らかにされていない。PTCノンテイスターはPTC
テイスターよりも，ある種の苦味物質に感受性が低
い。そのため，PTCノンテイスターはhTAS2R38
が関連する苦味物質のうち，人体にとって利益がな
い有害物質を苦味として認知し，摂取を避ける必要
があると考えられる。これらのことからhTAS2R3
はhTAS2R38が関連する苦味物質の受容に関連が
あり，特にPTCノンテイスターにとって，有害物
質を苦味として認知する働きに重要な役割を果して
いると考えられる。従って，PTCノンテイスター
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表2:受容体発現の平均値および標準偏差値 等
（個）
平 均 最 大 最 小 標準偏差
3.25 5 1 1.71
表3:被験者の体格 （n＝4）
平 均 最 大 最 小 標準偏差
身長（cm） 160.0 161.0 159.0 0.58
体重（kg） 47.5 48.0 46.0 1.00
BMI（kg/m2） 18.6 19.0 18.0 0.44
でのhTAS2R3発現率がPTCテイスター，ノンテ
イスターが混在すると考えられる被験者の集団の発
現率よりも高くなるのではないかと考えられた。
また，PTCノンテイスターである被験者はBMI
の平均値が18.6kg/m2とやや低体重よりではある
が，標準とされる値であった。先行研究において肥
満者（BMI平均24.8kg/m2）も標準体重者（BMI平
均 21.3kg/m2）も同様の割合で PTCノンテイスタ
ーが存在するということが明らかになっている18）。
これらのことからPTCノンテイスターであること
によって体位などの身体的な特徴が現れることがな
いと推察される。以上を踏まえ，今後は，さらに多
くのPTCノンテイスターのhTAS2R3をはじめと
する味覚受容体の発現性を検討することにより，
PTCノンテイスターの発現性の特徴が明らかにな
ると考えられる。
V.要 約
本研究の被験者として応募した自覚的味覚異常の
無い関東在住女子大学生21名（19～21歳）に対し，
PTC水溶液を使用した味盲検査を行った。その結
果，全体の19％である4名がPTCノンテイスター
であると判断した。この被験者のヒト舌上皮表層組
織を採取し，RT-PCR法によって発現している味
覚受容体hTAS2Rsの種類およびT1R3を測定した。
4名の味盲者の味覚受容体発現の種類数の平均は
3.25種類であり，PTCの受容体であるhTAS2R38
の発現を全ての被験者で認めなかった。被験者の
ちPTC感受性が無い3名はリガンドが明らかにさ
れていないhTAS2R3の発現が認められた。また被
験者の体格はほぼ全国平均値と近しい結果であっ
た。
以上のことから，hTAS2R3は hTAS2R38が関
連する苦味物質の受容に関連があり，特にPTCノ
ンテイスターにとって，有害物質を苦味として認知
する働きに重要な役割を果していると考えられた。
さらにPTCノンテイスターであることによって体
位などの身体的な特徴が現れることがないと推察さ
れた。
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